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I は じ め に
本稿は東アジアにおいて発行されている「日本語新聞」を対象に実施した2007年の第1次調査に
次ぐ第2次調査報告である。第1次調査は，フィリピンのマニラで刊行されている「日刊まにら新聞」
とインドネシアのジャカルタで刊行されている「じゃかるた新聞」を対象に実施した（1）。この2紙
は，「日刊まにら新聞」の場合は社団法人共同通信（以下共同通信とする）のOBが発行会社の社長と
して，また「じゃかるた新聞」でも毎日新聞社のOBが編集長を務めて発行にかかわっていた。その
結果，2紙いずれも日本のジャーナリズムの世界に伝統的に脈打っているとされるジャーナリズム精
神（2）に則って発行されている新聞であると考え，第1次調査ではこの2紙を中心に取り上げた。
それに対して第2次に当たる今回の調査ではフィリピン，インドネシア以外の東アジアの国々で発
行されている「日本語新聞」について調査することにした。ここでいう「日本語新聞」とは，表現方
法に日本語を使用してジャーナリズム活動をしている新聞，あるいは雑誌を指すことを断わっておく。
とくに日本国内で発行されている新聞はその大半が「日本語新聞」であるが，報告者はとりわけ海外
で日本語を通してジャーナリズム活動を続けている新聞，雑誌の調査を2004年に米国西海岸で（3），
2005年には米大陸北西部で（4），そして2006年には南米大陸で（5）それぞれ実施してきている。
今回，主に調査対象としたのは，シンガポールで発行されている有料紙の「星日報」（6），マレーシ
アのクアラルンプールで発行されているフリーペーパーの「南国新聞」，タイのバンコクで発行され
ている有料紙「バンコク週報」の3紙である。この3紙の調査と合わせて3都市で発行されているフ
リーペーパーの発行状況なども調査し，東アジアにおける「日本語新聞」の将来を考えた。
II 調査の方法とその期間
現地調査は2008年9月3日から14日までの12日間にわたって行った。この間，9月5日には
「星日報」の編集者である堀井満之に，8日には「南国新聞」副編集長である和田等，13日には「バ
ンコク週報」インターネット版編集長の倉林義仁に対するヒアリングを行った。併せて，シンガポー
ル，クアラルンプール，バンコク市内の紀伊國屋書店をはじめとする書店，レストランなどを回り，
フリーペーパーの紙誌の収集に努めるとともに関係者からの聞き取りをした。
本文中の肩書や数字はとくに注記を付けない限り調査期間中のものである。併せて，敬称は省かせ
ていただいたことをお断りする。
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III シンガポールの活力を秘めた「星日報」
シンガポールでは「星日報」1紙だけが有料紙である。この新聞は1980年10月1日からSHIN
NICHICOMMUNICATIONSPTELTDが発行している。この企業は日本人が出資したものでは
なく，社長に就いている中国系シンガポール人の黄明瞭らが出資した会社だ。「ら」を付したのは黄
明瞭ら4人の共同出資によるものであるからだ。共同出資の理由は，シンガポールでは日本人による
資本100パーセントの企業は設立できないという規制があるからではない。無料誌「パルティ」の社
長兼編集長である高森徹夫によると，シンガポールでは外資100パーセントの会社でも設立できると
いう（7）。「星日報」の編集長は長井和雄である。実は，黄明瞭の会社はマレーシアのクアラルンプー
ルでも無料紙「南国新聞」を発行していて，長井はそちらの編集長も兼ねている。
「星日報」は，タブロイド判で毎週2回（月曜，木曜）発行され1部売り4シンガポールドル（8），1
ヵ月の定期購読料は33シンガポールドルだ。編集を担当している堀井満之の話によると，現在の発
行部数は5,500部だが，ピーク時には2万部近く発行していたという。部数が減少した理由は二つあ
ると堀井は言う（9）。一つは日本企業が所有していた工場がコスト削減のために比較的人件費の安い
他の国々へ移転して，在留邦人の数が減ったためだ。外務省領事局政策課の調査による「海外在留邦
人数調査統計平成20年速報版（平成19年10月1日現在）」によると，シンガポール共和国内の在留邦
人は25,969人（10）となっている。二つ目は若い人が新聞を読まなくなった影響が大きい。50歳代以
上の管理職のポストに就いている人間は新聞を読むが，在留日本人のマジョリティーである30歳代
の人間が読まなくなっている。
堀井は「シンガポールという国の国民性は，基本的には合理的である。日本はシンガポールに公団
住宅を建設するにも，石油コンビナートを建設するにもさまざまな立場から貢献した。日本人は行儀
やマナーも良いので，シンガポールの日本人社会はアメリカやイギリス，ドイツに次ぐステイタスが
ある。そのようなシンガポール人の尊敬の念をシンガポール人経営者の黄明瞭はうまく利用して商売
につなげている。」と述べている（11）。
「星日報」は，通常は20ページ建てで，例えば，2008年9月4日付の各面の内容は次の通りだっ
た。
13面 シンガポール内外の政治経済関連ニュース
45面 暮らし関連ニュース
67面 社会関連ニュース
8面 マレーシア関連ニュース
912面 情報欄
1314面 マレーシア関連ニュース
15面 アセアンマレーシア関連ニュース
1618面 共同通信の配信による日本国内ニュース
19面 NHKワールドプレミアムの週間放送番組表
20面 全面広告（この日はシンガポール観光庁の広告が掲載されていた。広告がない場合には
トピックス的な記事を収容する）
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これらの紙面をインデザイン，イラストレーター，フォトショップなどのソフトを駆使して制作す
る。紙面のレイアウトが終わると，制作された紙面を焼き付けたCDを印刷所の担当者が持ち帰る。
印刷された新聞は毎週月曜日と木曜日に発送される。高島屋デパート内に店を構えている紀伊國屋書
店などの日系書店や明治屋のようなスーパーマーケット，パークロイヤルホテル，ヒルトンホ
テルといった日本人ビジネス客が宿泊するホテルに運ばれ，定期購読者向けの新聞は郵便局から郵送
に付される。
「シンガポールは面積は699平方キロメートルで東京23区と同じくらい。人口も約450万人しかい
ない。日本はもちろんアメリカなどと比べれば面積も狭いし，人口も少ない。従って，政権がいった
んある政策を決定すれば，すぐ実行される。同じように企業の経営判断も素早く行われる。ことごと
くテンポが速いのが特長だ。そのような社会では，そうした動きにピタリとついていくような紙面作
りが必要だ。」と堀井は言った（12）。
そのほか紀伊國屋書店で見つけたフリーペーパーには次のようなものがあった。
「TroPara」
縦27.0センチ，横15.0センチの変型判，カラー，60ページ。2ヵ月に1回発行される生活
観光情報誌。「星日報」編集部による取材編集発行。
「SBN」
SHINNICHIBUSINESSNEWSの頭文字をとった。A4判，白黒，9ページ。シンガポー
ルやアセアンのニュースを日本語に翻訳して月，火，水，木，金の週5日，各企業に戸別配
達する。「星日報」編集部編集発行。
「週刊ジェイスポ」
週刊。タブロイド判，カラー，12ページ。スポーツ，芸能ニュースに特化。COMM PTE
LTD発行。
「Jplus」
月刊。タブロイド判，カラー，32ページ。生活情報誌。COMM PTELTD発行。
「MangosteenClub」
毎月5日発行。A4判，カラー，36ページ。生活観光情報誌。MinookInternationalPte
Ltd発行。
「AsiaX」
第1，第3月曜発行。縦35.0センチ，横25.2センチの変型判，カラー，20ページ。シンガ
ポールやアセアン，インド，中国のニュースを掲載。MediaJapanPte.Ltd.発行。
「パルティ」
月刊。A4判，カラー，36ページ。生活情報誌。無料誌でありながら，読者に郵送される。
創刊15年。PartiPteLtd発行。
「シンガポールあれこれ」
季刊。A5判，カラー，40ページ。生活観光情報誌。ADLIBPRODUCTIONSPTELTD
発行。
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IV 少ないクアラルンプールの無料紙誌
クアラルンプールで発行されている「南国新聞」は1996年6月27日に創刊された無料紙である。
毎週木曜日に発行される。副編集長の和田等によると，題字も当初は「南国新聞」だったが，2005
年ごろから「NangokuShimbun」と変えたという（13）。確かに，フロントページ中央上段の題字は
赤地に白抜きの「NangokuShimbun」の大きな凸版が入っている。しかし，各ページ上段の欄外
には「南国新聞NANGOKU SHIMBUN」と記載されている。ホームページの表記でも「南国新聞」
としている。そこで，本稿では以下「南国新聞」と日本語の表記方法をとる。
冒頭にも記したように，この新聞はタブロイド判の無料紙である。GROWTH REGION SDN.
BHD.社が毎週2万部を発行している。「海外在留邦人数調査統計平成20年速報版（平成19年10月1
日現在）」によると，マレーシアの在留邦人は全土で10,231人（14）しかいないが，在留邦人に加えて
日本語を勉強していたり，日本への留学から帰ってきたマレーシア人にも読んでもらうためにそれだ
けの部数を発行していると編集部は説明している。シンガポールで発行されている「星日報」の姉妹
紙である。原稿の締め切りは月曜日で，制作した紙面をCDに焼いておくと印刷所が取りに来る。火
曜日から水曜日にかけて印刷し，水曜日に印刷した新聞が編集部に届く。木曜日から日本大使館，日
本人会，日本人学校，伊勢丹デパートの中にある紀伊國屋書店，クアラルンプール市内のビデオショ
ップをはじめ多くの日本人が出入りするジャスコのようなスーパーマーケットやレストラン，ホテル
などに配布する。紙面はモノクロ印刷よりも高料金の広告を取りやすいこともあって全面カラー印刷
にしている。インデザインやイラストレーターなどのソフトを使って制作する。毎週20ページ建て
のことが多い。20ページの前半の10ページぐらいはマレーシアやアセアン関連のニュースが入る。
共同通信特約の日本のニュースも3～4ページある。NHKワールドプレミアムの週間番組表も1
ページ入っている。
毎年，8月31日はマレーシアの独立記念日でありその週は新聞休刊日にする。このほかマレーシ
アの政経ニュース速報「MNN」を発行している。
紀伊國屋書店には，次の3種の無料紙誌があった。
「日馬プレス」
毎月1日，16日の2回発行。縦36.0センチ，横27.5センチの変型判，カラー，24ページ。
マレーシアや日本のニュース，生活情報を掲載。A.P.PressSdn.Bhd.発行。
「パノーラ」
月刊。タブロイド判，カラー，28ページ。生活情報誌。C.E.M.ASIA SDN.BHD.発行。
「TroParaMalaysia」
マレーシア版。2ヵ月に1回発行。縦27.0センチ，横15.0センチの変型判。カラー，40ペ
ージ。生活観光情報誌。「南国新聞」編集発行。
クアラルンプールは在留邦人が少ないだけでなく日本からの観光客の数も決して多いとはいえない
ために，今回の調査では「南国新聞」も含めて4紙誌しか目につかなかった。その「南国新聞」も購
読者が増えれば，フリーペーパーとしてではなく有料紙として発行し得るところだ。
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V フリーペーパーあふれるバンコク
タイのバンコクで発行されている「バンコク週報」は1976年創刊の有料紙である。その年の10月
1日に故山本みどりと中国系タイ人の夫が第1号を出した。ということは，調査の時点で創刊から32
年経過している。当時は「週刊バンコク」のタイトルで発行されていたが，1982年に「バンコク週
報」と改題された。第二次大戦後，日本を除く東アジアでは一番古い起源をもつ「日本語新聞」とい
うことになる。
「バンコク週報」インターネット版編集長の倉林義仁によると，「在留邦人は新聞やテレビもタイ語
なので意味がわからない。夫がタイ語や中国語の新聞を読んで話すのを夫人のみどりがガリ版刷りの
新聞の形で発行し，それが日本人のための情報源として読まれるようになった。その新聞を1980年
代半ばに現在の社長が買い取った」という（15）。
現在の社長は鶴岡光カーンズ。父がアメリカ人で母が日本人だ。発行元の「BangkokSyuhoCo.,
Ltd.」は資本金5,000万円，従業員87人である。縦49.3センチ，横34.5センチの変型判で1部85
バーツ（16），公称15,000部を発行している。
紙面の基本は20ページ。2008年9月8日～9月14日号は次のような紙面割だった。
13面 総合面
47面 経済面
8面 総合面
9面 インドシナミャンマー関連面
10面 全面広告
11面 文化面
12面 交流事業面
13面 文化面
14面 社会面
15面 国内ニュース面
1618面 情報面
19面 求人情報面
20面 情報娯楽面
紙面のレイアウトはBangkokSyuhoCo.,Ltd.の子会社のクエストメディア社が担当している。
この会社は資本上はBangkokSyuhoCo.,Ltd.とは別の法人になっているが，編集作業は編集部と
同じ職場で行っている。ソフトでレイアウトした紙面をCDに焼き付けて印刷所に運ぶ。印刷所には
色がムラになったりしないようにタイ人の社員が監視に行く。色がムラになると広告スポンサーから
のクレームにつながるからだ。刷り上がった新聞には二つのルートがある。バンコク首都圏内の読者
向けには，配達員が地域別に分かれて月曜日早朝からバイクで配達する。郵送するものは外国便も含
めていったん会社に持ち帰って封筒に入れて郵便局に持って行く。その二通りだ。ウェブサイトのあ
り方も変わってきていると倉林は次のように言った（17）。
「ウェブサイトの記事も以前は新聞に掲載したものを出すのが原則だったが，最近はウェブサイト
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の方に先に載せることも増えてきた。速報を求められる記事はまずウェブサイトに載せるのが最近の
傾向だ。欧米だとウェブサイトの利用価値はかなり認められてきているが，日本の広告主がウェブサ
イトに出す広告の価値をもっと認めてくれると環境は変化していくと思う。現在でも広告の絶対量は
新聞の方が大きいが，伸び率でみるとウェブサイトの方が大きい。」
「バンコク週報」には歴史があり，発行部数も多い。それはやはりバンコクに多くの在留邦人が居
住していることと関係している。「海外在留邦人数調査統計平成20年速報版」によると，バンコクの
在留邦人数は平成19年10月1日現在，31,616人（18）で世界第4位となっている。このほかに有料紙
としては「週刊タイ経済」（THAIKEIZAIPUBLISHING CO.,LTD.発行）がある。白黒28ページの
タブロイド判で毎週月曜日に発行されるが，1部250バーツと高い。
バンコク市内にはフリーの新聞や雑誌が多い。伊勢丹デパート内の紀伊國屋店内で見つけたものを
挙げるだけでも以下のごとくである。
「日刊サン」
日刊。タブロイド判，カラー，16ページ。「サンケイスポーツ」の特約。スポーツと芸能ニ
ュースに特化している。普段はフリーだが，配達してもらうと1ヵ月500バーツ。SEIWA
INTERNATIONALCO.,LTD.発行。
「WOM Bangkok」
WordofMouthの略。毎月28日発行。A5判，カラー，72ページ。生活情報誌。Inpros
MarketingSystemsCo.,Ltd.発行。
「ばんこくguide」
月刊。タブロイド判，カラー，20ページ。生活情報誌。BangkokLeisureServiceCo.,
Ltd.発行。
「SailingMaster」
月刊。縦28.5センチ，横21.0センチの変型判，カラー，34ページ。アジアビジネス情報誌。
BRAIN WORKSCo.,Ltd.発行。日本，ベトナムでも発行。
「Web」
毎月 1日，16日の 2回刊。A4判，カラー，24ページ。生活情報誌。Communication
Service& SupportCo.,Ltd.発行
「DACO」
毎月5日，20日の月2回刊。横14.5センチ，縦29.0センチの変型判，カラー，92ページ。
生活情報誌。DACOとは発行元のDATA&COMMUNIQUEEXPRESSCO.,LTD.の略。
「WEEKLY WISE」
毎週水曜日発行。タブロイド判，カラー，76ページ。デイリースポーツ，共同通信特約。
RydeenCo.,Ltd.発行。
「newsclip」
毎月10日と25日の2回刊。タブロイド判，カラー，20ページ。タイの政治，経済，社会
のニュースを広く浅く集めた情報紙。NecosCo.,Ltd.発行。
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「navimagaBANGKOK」
月刊，創刊号。縦28.0センチ，横21.0センチの変型判，カラー，68ページ。生活情報誌。
BANGKOKNAVICO.,LTD.発行。
「Noise」
毎月5日発行。横17.0センチ，縦30.0センチの変型判，カラー，24ページ。生活情報誌。
ORIENTALNOISECO.,LTD.発行。
「CHAOちゃーお」
毎月 10日，25日発行。タブロイド判，カラー，16ページ。生活情報誌。Language
InteligenceCo.,Ltd.発行。
「Bangkokmadam」
毎月5日発行。横21.0センチ，縦23.8センチの変型判，カラー，40ページ。生活情報誌。
駐在員の20歳代，30歳代の夫人の間で一番人気がある。BKM Co.,Ltd.発行。
「シティーファインダー」
月刊。タブロイド判，カラー，32ページ。生活情報誌。QuestMediaCo.,Ltd.発行。
「エンターテインメント ガイド」
週刊。A4判，カラー，4ページ。「バンコク週報」編集発行。
これだけでも14紙誌ある。全部で何紙誌あるのか，については監督官庁が存在するわけではない
ので不明である。この中にも「navimagaBANGKOK」のようにはっきり「創刊号」と銘打った雑
誌もある。逆にいえば，この号が最終号になるかもしれない雑誌もある可能性すらある。それがフリ
ーペーパーの宿命である。
VI 将来展望 まとめとして
今回はシンガポール，クアラルンプール，バンコクの東アジア3都市の「日本語新聞」の動向を調
査した。調査の対象とした有料紙誌はシンガポールの「星日報」とバンコクの「バンコク週報」の2
紙である。有料紙誌の発行が可能な背景には，ある程度以上の在留邦人が居住しているという事実が
必要である。また，現地調査で収集したフリーペーパーは，シンガポールで8紙誌，クアラルンプー
ルで4紙誌，バンコクで14紙誌である。「海外在留邦人数調査統計平成19年速報版」によっても，
平成18年10月1日現在のシンガポール，クアラルンプール，バンコクの在留邦人数はそれぞれ
26,370人，4,823人，29,919人で，バンコクに居住する在留邦人数が多い（19）。有料紙誌数，あるい
はその購読者数はその都市の各在留邦人数と相関関係にあり，フリーペーパーの紙誌数はその都市の
在留邦人数に観光客などの短期訪問者を加えた数字と相関関係があるとの推測が成り立つ。
将来の有料紙誌数，無料紙誌数の増減，発行部数の増減に関しては，第1に在留日本人数の増減，
当地を訪問する短期旅行者数の増減が影響する。第2には日本人向けの営業店舗が活発なPR活動を
するか否かにかかってくる。これには日本や現地国の経済状況が大きくかかわる。
（135）
注（1） 学苑No.809（2008年3月号），昭和女子大学。
（2） 原寿雄著『ジャーナリズムの思想』（岩波新書）の「はじめに」には「ジャーナリズムとは，時事的な事
実の報道や論評を伝達する社会的な活動，というのが一般的な定義となってきた。」とある。
（3） 学苑No.773（2005年3月号）「米国西海岸における日本語新聞の将来」。
（4） 学苑No.785（2006年3月号）「米大陸北西部における『日本語新聞』の将来」。
（5） 学苑No.797（2007年3月号）「南米大陸における『日本語新聞』の将来」。
（6）「しんにちほう」と読む。「星」はシンガポールを漢字表記したときの略称。
（7） 2008年9月5日，AsahiShimbunInternationalPte.Ltd.でのヒアリング。高森はこう述べた。「シン
ガポールでは新聞や雑誌を発行する許可はだれにでも得られる。情報芸術省の認可さえもらえればよい。
外資100パーセントでもいいんですよ。そこが元首相のリークアンユーの偉いところだった。シンガポ
ールの企業ベスト20に入る企業は，昔はシンガポール資本の会社ではシンガポール航空1社だけだった。
しかし，今やベスト20の企業の半数がシンガポール資本の会社になっている。」
（8） 1シンガポールドルは2008年9月1日現在77.32円（東京三菱UFJ銀行による）。
（9） 2008年9月4日，「星日報」編集部でのヒアリング。堀井はこう述べた。「前はもっと多かったんですね。
2万部近くありました。シンガポールにも日本資本の工場が沢山あったんですが，その工場が人件費の安
い土地を目指して移転した。今はヘッドクォーターというかたちで管理の人間だけが残っている。工場は
最初はマレーシアに出て行って，最近はマレーシアの人件費も高くなったというので，インドネシアやベ
トナム，タイなどが多いですね。それに日本語の新聞を読む人が減っている。50歳代以上の管理職は新
聞を読むが，在留日本人のマジョリティーである30歳代は，お金を払って新聞を読む習慣のある人は減
ってきている。」
（10） 内訳は長期滞在者が男13,645人，女10,972人の計24,617人，永住者が男410人，女942人の計1,352人。
（11） 2008年9月5日，「星日報」編集部でのヒアリング。
（12） 同上。
（13） 2008年9月8日，「南国新聞」編集部でのヒアリング。
（14） 内訳は長期滞在者が男5,748人，女3,540人の計9,288人，永住者が男311人，女632人の計943人。
（15） 2008年9月13日，A LOYALMERIDIEN HOTELでのヒアリング。
（16） 1タイバーツは2008年9月1日現在3.25円（東京三菱UFJ銀行による）。
（17） 2008年9月13日，A LOYALMERIDIEN HOTELでのヒアリング。
（18） 内訳は在タイ日本国大使館のウェブサイトによると長期滞在者が男19,864人，女11,137人の計31,001人，
永住者が男377人，女238人の計615人とある。
（19） 外務省領事局政策課の調査による「海外在留邦人数調査統計平成19年速報版」で平成18年10月1日現
在の都市別邦人数は1位がニューヨーク都市圏の61,364人で2位ロサンゼルス，3位上海ときて，バン
コクは4位，シンガポールは7位，クアラルンプールは29位である。
（しぶさわ しげかず 現代教養学科）
（136）
